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【序】我々は分子エレクトロニクス素子の開発を目

指して、固体表面への長距離電子移動能のある自立

型錯体分子の自己組織化膜形成に取り組んできた。

これまでに我々はホスホン酸基を持つRu2核錯体分

子を ITO基板上で水素結合を介して積層させること

により容易に多層膜作成が可能でありかつ、この多

層膜においても長距離電子移動能が生じたことと

その機構について[1]、またその分子間に C60 誘導体

を入れて光電流を増感できること[2]を報告してい

る。本研究ではさらに踏み進んで多層化の錯イオン

を変えることによる膜形成過程の変化と光学吸収

特性の変化について調べた。 

【実験】Ru 錯体分子（Fig.1(a),）の溶液中に ITO 基

板を浸漬させ、そのあと Zr イオン溶液もしくは Fe
イオン溶液、錯体溶液へと浸漬を交互に繰り返すこ

とにより様々な厚さの多層膜(Fig.1(b))を作製した。 

これらの多層膜の紫外可視スペクトル、I-V 特性、

XPS スペクトル、AFM 像を観察した。 

【結果および考察】XPS 測定から求めた膜厚を

Fig.2(a)に示す。Ru 錯体の分子長が 3.1nm なのに対

して、Zr イオンの場合には 2 層目以降は約 2nm の

厚さで各層が堆積されているが Fe イオンの場合に

は 3nm 程度の理想的なほぼ垂直と考えられる堆積

が起こっている。紫外可視スペクトルはさらに大き

く異なり、Zr イオンでの多層膜(Fig.2(b))に比べ、Fe
イオンを用いた場合(Fig.2(c))にはより光吸収量は大

きくなった。これは 2 層目以降の膜の密度などが錯

イオンを変えることで大きく変化したためと考え

られる。 
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Fig.1 Molecular Structures of (a) Ruthenium-dinuclear 
complex and (b) Multilayer via Zirconium ions. 

Fig.2 (a) Thickness of Ruthenium-dinuclear complex 
multilayers via Zirconium and Iron(Ⅱ) ions provided by 
X-ray photoelectron spectroscopy (XPS) measurements. (b) 
UV-Visible spectra of Ruthenium-dinuclear multilayers via 
Zirconium ions and (c) via Iron(Ⅱ) ions. 
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